
発 行 者
特定非営利活動法人
通院介護センター 
さ わ や か

平
成
二
〇
年
度

北
九
州
市
障
害
者
小
規
模
共
同
作
業
所

監
査
終
わ
る

第 1 4 8号

四
月
二
十
三
日
(木
)
北
九
州
市
庁
舎
に
て
、
平
成
二
〇
年
度
障

害
者
小
規
模
共
同
作
業
所
の
会
計
監
査
が
、
午
後
一時
三
〇
分
よ
り

八
幡
事
業
所
・小
倉
事
業
所
の
順
番
で
行
わ
れ
、
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
「さ
わ
や
か
」
の
二
〇
年
度
に
行
っ
た
主
な

活
動
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

(編
集
部
) 
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S
T
S
法
の
制
定
を

め
ざ
し
て
運
動
を

し
て
い
<
べ
き

山
田
理
事
長
が
、
北
九
州
市

福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
運

営
委
員
に
「福
祉
有
償
運
送
」

を
行
う
団
体
の
代
表
と
し
て
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

. 

「福
祉
有
償
運
送
」
を
行
う

実
施
団
体
の
生
の
声
を
運
営
協

議
会
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

後
部
座
席
の ' 

シ
ー
ト
べ
ル
ト
の
義
務
化

昨
年
の
六
月
の
道
路
交
通
法

の
改
正
で
、
後
部
座
席
の
シ
I
 

ト
べ
ル
ト
着
用
の
義
務
化
に
と

も
な
い
、
利
用

者
、
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
さ
ん
に
文

書
に
て
、
お
知

ら
せ
と
お
願
い

を
し
ま
し
た
。 

諸
物
価
等
の
高
騰
に

よ
り
送
迎
料
を改定

昨
年
、
七
月
の
運
営
協
議
会

の
承
認
を
経
て
、
八
月
よ
り
、

送
迎
料
金
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。 

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
点
に
返
っ
て

考
え
る
時
期
に
き
た
の
で
は

第
八
回
北
部
九
州
三
県
合
同

通
院
送
迎
事
業
研
修
交
流
会
が

小
倉
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一部
は
、
「北
九
州
方
式

で
の
福
祉
有
償
運
送
」
に
っ
い

て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

第
二
部
は
、
「福
祉
有
償
運
送

に
っ
い
て
と
こ
と
ん
話
そ
う
や
」

と
題
し
、
九
州
三
県
の
各
事
業

所
よ
り
、
活
発
な
意
見
が
で
て
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
原
点
に
返
っ

て
考
え
る
時
期
に
来
た
の
で
は
・・・ 

と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

改
定
前
は
、
送
迎
料
は
一回
に

っ
き
三
〇
〇
円
で
し
た
が
、
改

定
後
の
送
迎
料
金
は
、
利
用
会

員
宅
又
は
病
院
 
(乗
車
地
点
) 

を
起
点
と
し
て
、
目
的
地
 
(降

車
地
点
) 
を
終
点
と
し
て
、
走

行
1.5kmま
で
三
〇
〇
円
、
1.6km

よ
り
5
kmま
で
五
〇
〇
円
、
以

後
1
㎞'ご
と
に
一 〇
〇
円
増
と

な
り
、
利
用
者
の
方
々
に
も
理

解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

送
迎
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ア
ド
バ
イ
ス

透
析
患
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

通
院
困
難
者
が
増
え
て
い
る
現
在
、

送
迎
事
業
所
を
立
ち
上
げ
る
た

め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
議
論
し
よ

う
と
い
う
目
的
で
、
全
腎
協
主

催
の
通
院
介
護
支
援
事
業
研
修

会
が
行
わ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の

一員
と
し
て
、
山
田
理
事
長
が

参
加
し
、
経
験
か
ら
得
た
知
識
や
、

厳
し
い
意
見
を
述
べ
、
活
発
な

討
論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「福
祉
有
償
運
送
」
を

も
っ
と
多
<
の
方
に

知
っ
て
ほ
し
い

北
橋
市
長
と
気
軽
に
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
と
題
し
て
、
「福
祉
有

償
運
送
に
っ
い
て
」
北
九
州
庁

舎
に
て
話
を
し
ま
し
た
。

市
民
の
方
々
に
「福
祉
有
償
運

送
」
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
思
い
で
、
「さ
わ

や
か
」
よ
り
七
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 
北
橋
市
長
よ
り
、
北
九

州
市
と
し
て
の
考
え
や
、
回
答

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
を
交
え
て

実
施
団
体
の

意
見
交
換
会

第
一
回
北
九
州
市
福
祉
有
償

運
送
実
施
団
体
の
意
見
交
換
会

が
ウ
ェ
ル
と
ば
た
に
て
開
催
さ
れ
、

福
祉
有
償
運
送
実
施
団
体
9 

団
体
の
う
ち
6
団
体
の
代
表
が

出
席
し
、
「さ
わ
や
か
」
か
ら

は
三
名
参
加
し
、
行
政
を
交
え

て
活
発
な
意
見
交
換
会
を
し
ま

し
た
。
「福
祉
有
償
運
送
」
の

問
題
点
を
提
起

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価

局
の
田
原
友
幸
主
席
行
政
相
談

官
が
八
幡
事
業
所
に
来
所
さ
れ
、

「福
祉
有
償
運
送
に
っ
い
て
」

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
「福

祉
有
償
運
送
」
に
対
す
る
要
望

な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
田
原
首
席
相
談
官
か
ら
、

膨
大
な
資
料
の
中
か
ら
疑
問
点

を
質
問
さ
れ
、
的
確
に
山
田
理

事
長
が
回
答
し
ま
し
た
。

移
送
サ
ー
ビ
ス
の

未
来
の
展
望
を
一語
り
合
う

東
京
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
主
催
の
、

『移
送
サ
ー
ビ
ス
の
っ
ど
い
二

〇
〇
九
』
が
東
京
に
て
行
わ
れ
、

「さ
わ
や
か
」
よ
り
二
名
参
加

し
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
し
、

「さ
わ
や
か
」
の
P
R

F
M 
K
I
T
A
Q
の
ラ
ジ

オ
番
組
「元
気
シ
ニ
ア
の
玉
手
箱
」

に
山
田
理
事
長
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
、

「さ
わ
や
か
」
の
紹
介
と
運
転

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
募
集
の
P
R 

を
行
い
ま
し
た
。 

襲1111 昨
年
は
、
「福
祉
有
償
運
送
」

の
問
題
点
が
次
第
に
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
運
営
協
議
会
検
討
会

の
発
足
に
よ
り
、
実
施
団
体
の

意
見
交
換
会
は
大
変
有
意
義
な

も
の
で
し
た
。

今
年
度
も
行
政
や
関
係
団
体

と
の
協
働
や
連
携
を
更
に
強
め
、

走
り
な
が
ら
考
え
、
前
進
し
て

い
き
ま
す
。

皆
様
の
更
な
る
ご
協
力
お
願

い
致
し
ま
す
。 
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北
九
州
を
去る
に
あ
たつ
て

「さ
わ
や
か
」
相
談
役
江
頭
 
博
幸

・,゙一舞北。九州を去るーーあ'『ァて、rさーゃー」-----a--'道'｠
"
一

,を
、
少
し
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 現
在
、
長
崎
県
平
戸
市
の
ド
田 
-

舎
に
、
居
を
構
え
、
晴
耕
雨
読
の
余
生
を
送
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 
-

で
も
、
「さ
わ
や
か
」
の
設
立
に
係
わ
っ
た
も
の
の 一 人
と
し
て
、
一

今
後
も
「さ
わ
や
か
」
の 一 挙
手
 一 投
足
を
見
守
っ
て
行
こ
う
と
思
っ
一

｠
"
て
い
ま
す
。 

f 

-
..

言
義
,認
S
基
速
通
ヨ
,-
重
重
養
基業
理
醫
通
・動
書
・・
期
事

【1
】
何
故
、
北
九
州
市

腎
友
会
に
白
羽
の
矢

が
立
った
の
か
?

①

全
腎
協
の
法
人
化
に
向

け
て
、
何
ら
か
の
事
業
を
し
な

け
れ
ば
、
法
人
化
が
認
め
ら
れ

な
い
。
②

全
国
を
眺
め
,て
み
て
、

北
九
州
市
腎
友
会
が
一番
元
気

が
良
か
っ
た
。 
様
々
な
要
求
聞

争
を
し
て
、
成
果
を
上
げ
て
い
た
。

◆
福
岡
県
で
、
最
初
に
、
タ

ク
シ
ー
初
乗
り
料
金
の
助
成
を

勝
ち
取
っ
た
。 
こ
れ
が
、
県
下

に
広
ま
った
。

.

.｠
"

-・f.

◆

バ
ス
停
に
シ
ャ
ト
:-・'8
 

ル
を
っ
け
る
。 
時
刻
表
'・ 
一

の改
定
も
さ
せ
る
。 

i-
,,8

◆
市
営
バ
ス
の
停
留
f-
..

所
を
、
八
幡
西
郵
便
局
e
、:、｠
"
｠
"
・船

内
に
作
る
。 
王
子
病
院

◆
障
害
者
の
働
く
場
所
の
要

求
。 
「さ
わ
や
か
」
、
や
す
ら
ぎ
、

い
き
い
き

◆

通
院
送
迎
の
要
求
。 
シ
ル

バ
I
ひ
ま
わ
り
サ
ー
ビ
ス
、
「さ

わ
や
か
」

◆

緊
急
時
対
策
を
要
望
 
(阪

神
淡
路
大
震
災
時
) 
1
多
く
の

マ
ス
コ
ミ
が
取
材

◆
所
得
制
限
反
対
運
動
1
戸

町
議
員
参
加
、
市
、
該
当
者
へ

説
得
活
動

◆
ド
ナ
I
・カ
ー
ド
配
布
。 

二
〇
〇
万
枚

◆

腎
移
植
推
進
で
、
救
急
病

院
を
回
る

【2
】 
「電
話
番
で
い
い

か
ら
」
で
始
ま
る

「電
話
番
で
い
い
か
ら
」
と
い

う
こ
と
か
ら
、
「さ
わ
や
か
」

は
始
ま
り
ま
し
た
。 
そ
れ
か
ら

十
三
年
の
歴
史
を
築
き
上
げ
て

き
ま
し
た
。

「電
話
番
で
い
い
か
ら
」
で

始
ま
り
、
「家
計
簿
が
出
来
れ
ば
」

に
な
り
、
ワ
ー
プ
ロ
を
使
い
、

パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

研
修
交
流
会
で
、
経
験
を
積

み
重
ね
る
、
法
人
化
に
際
し
、

県
庁
、
法
務
局
、
税
務
署
、
な

ど
に
行
き
来
す
る
。 
行
政
及
び

透
析
施
設
長
、
障
害
者
団
体
と

の
交
流
が
頭
著
に
な
る
。

福
祉
有
償
運
送
で
、
三
県
 
(福

岡
・佐
賀
・長
崎
) 
の
事
業
所

と
の
交
流
、
全
国
の
仲
間
と
の

交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「電
話
番
で
い
い
か
ら
」
で
始

ま
っ
た
、
「さ
わ
や
か
」
は
、

今
で
は
、
全
国
的
に
活
動
が
知

ら
れ
る
、
組
織
ま
で
辿
り
っ
い
た
。 

【3
】
確
固
と
し
た
方
針
が
必
要

「さ
わ
や
か
」
は
十
三
年
間
、

若
干
の
っ
ま
ず
き
は
あ
っ
た
も

の
の
、
ほ
ぼ
順
調
に
推
移
し
て

き
ま
し
た
。

組
織
は
、
正
し
い
方
針
に
基

づ
い
て
運
動
し
な
い
と
、
方
針

が
誤
っ
て
い
れ
ば
、
運
動
の
前

進
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
い
や
、
組

織
の
存
亡
が
問
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
。

' 

で
は
、
「さ
わ
や
か
」
で
は
、

ど
の
よ
う
な
、
方
針
で
運
動
し

て
き
た
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
「走
り
な
が
ら
考
え
る
」

を
運
動
の
中
心
に
据
え
ま
し
た
。

ま
ず
、
行
動
を
す
る
、
そ
の

中
で
矛
盾
が
で
て
く
れ
ば
、
そ

の
時
点
で
、
修
正
し
て
、
前
進

す
る
と
い
う
方
針
で
す
。

困
難
に
は
、
怯
ま
ず
向
か
っ

て
行
き
、
そ
の
困
難
を
克
服
す
る
。 

攻
撃
は
最
大
の
防
御
で
す
。 
「さ

わ
や
か
」
は
、
絶
え
ず
、
前
進

し
て
き
ま
し
た
。

た
ぶ
ん
、
防
御
に
な
っ
た
ら
、

弱
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

②
情
勢
を
読
む

世
界
情
勢
、
国
内
情
勢
を
正

し
く
把
握
し
、
そ
の
時
代
の
奔

流
の
中
に
入
り
、
運
動
を
し
て

い
か
な
い
と
、
本
流
か
ら
そ
れ
て
、

支
流
や
、
逆
流
に
そ
っ
て
運
動

を
し
た
ら
、
必
ず
や
、
そ
の
運

動
は
、
軌
道
に
乗
ら
な
い
で
し

ょ
う
。 
情
勢
が
読
め
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
目
が
見
え
な
い
の

と
一緒
で
す
。 
後
ろ
に
虎
が
来

て
い
て
も
、
気
付
か
な
い
の
と

同
じ
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ大
統
領
は
、

プ
ラ
ハ
で
、
核
兵
器
廃
絶
の
誓

い
を
し
ま
し
た
。 
新
し
い
情
勢

の
変
化
で
す
。 
も
う
、
核
の
傘

の
下
で
と
い
う
政
府
の
方
針
は

通
用
し
な
く
な
り
っ
っあ
り
ま
す
。 

W
e 
c
a
n 
c
h
a
n
g
e
!

(オ
バ
マ
) 
情
勢
が
変
わ
っ
た

の
で
す
。
③
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
は

けも 決 る会 然な な り償とイてンテにとよ 兆
必であ会しさとし会なこ会Jl-、、重)i1ボ掴アいテイ解いうそし通

要会 ま結 意実 会
で議理し論会味践ど議

院
送
迎
運
動
も
、
変
化
の

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

の
変
化
に
乗
り
遅
れ
な
い

、
再
度
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

う
意
味
が
、
色
々
な
意
味

釈
さ
れ
、
本
来
の
ボ
ラ
ン

ア
と
は
か
け
離
れ
た
ボ
ラ

イ
ア
が
、
は
び
こ
っ
て
き

る
よ
う
で
す
。 
ボ
ラ
ン
テ

と
い
う
意
味
を
し
っ
か
り

ま
な
い
と
、
奉
仕
と
か
有

ラ
ン
テ
イ
ア
が
ま
か
り
通

す
。理事
会
・常
任
理
事
会
、

一の
会
議
の
重
視

議
が
重
要
富f一当す。 f一列N一

て
議
論
す

・--独a税
一 

書
き
ま
す
。 

理

ら
に
、
議
し
て
、
決
す
る
、

て
行
う
、
こ
れ
が
会
議
で
す
。 

議
は
踊
る
で
は
何
の
意
味

り
ま
せ
ん
。 
話
し
合
う
だ

は
駄
目
で
す
。

ず
、
行
動
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、

で
は
な
い
の
で
す
。

の
よ
う
な
良
い
、
理
論
で
も
、

・が
伴
わ
な
け
れ
ば
、
何
の

も
な
い
の
で
す
。

議
で
、
充
分
議
論
し
て
、

,が
出
た
ら
、
行
動
で
示
し

よ
｠
"
つ
o 

一事
会
、
常
任
理
事
会
な
ど
、

一,の
持
っ
て
い
る
役
割
は
重

す
。 


